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北オホーツク海沿岸の湿原植生について

`よじbに

北海道の最北部にあたる北オホーツク海

お岸には猿骨沼、キモマ沼、ポロ沼、カム

イト沼、モケウエ沼、瓢笠沼、クッチャロ

湖など大小さまざまな湖沼があり、それら

の周辺や河川沿いに多数の湿尿が発達して

いる。これらの湿原の多くは最終氷期以前

もしくは完新世の海退によって形成された

海跡湖や砂丘列問の沼が陸化してできたも

のであるが、猿払川流域の湿原梓のように

河川の氾濫原に形成されたものもある (猿

払村史、1976;l li村、1997)。

この地域の湿原オ直生はヨシ、イワノガリ

ヤス、スゲ類を主体とする低屑湿坊〔植生が

卓越しているが、猿骨川および猿払川流域

や浅茅野台地束縁の沖積低地には夕ヽンノキ

やケヤマハンノキのほかにアカニゾマツが

高密度で生育し、アラスカや冷海州の森林

湿原 (森林泥炭地)に 類似の景観を有する

ことでもよく知られている (館llrn、1944、

辻井、1976、長谷川、1988)。

筆者は 1986年に初めてこの地域の湿原

を調査したが、その後、1995年 と昨夏、再

びIPL地を訪れ、 2、 3の 湿原を調査する機

会に恵まれ、その成果の一部を学会で発表

した(橘、1992、1998)。最近、植村(1994、

1997)お よび植村ら (1994、1998)は植生

と水質の関係や植物相の基礎的調査を行

い、湿原の変遷と保全の現状について報告

しているが、群落学的視′点からの植生の報
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告はなされていない。ここでは筆者のEPHl杢

資料に基づいて、モケウエr7J、浅茅野およ

び猿骨沼上流域の湿原の植生について紹介

する。

1.調 査地の概況

浅茅野台地の東縁にモケウエ沼がある

が、モケウエ沼湿原と浅茅ll17胡原はこの溜

周辺と沼からの流出河川及びその支流域に

発達している。前者はモケウエ沼の高部に

発達する湿原であり、ヨン、スゲ類を主体

とし、アカエゾマツ、ハンノキ、ケヤマハ

ンノキからなる湿地林が介在する低層湿原

である。後者は沼の北部に広がる湿原であ

り、アカエゾマツ湿地林を‖4ったミズゴケ

湿原が卓越している(写真 1、 2)。 モケウ

エ沼、小沼、第一沼を含むモケウエ沼湿原

は道立自然公国特別地域 (面村i約700 ha)

に指定されており、中心部には湿原探勝木

道が設置され保護されている〔〕,境茅野湿原

は指定区域外であり、農道によって分LFlさ

れてはいるが、人為の影響の比較的少ない、

原生的湿原景祝を保持 している湿原であ

る。猿骨沼上流の湿原は猿骨川の支流、エ

コベナイ川下流域に発達したミズゴケ湿あ〔

であり、周辺部はアカエゾマツ疎林やハン

ノキ低木ltNによって取り囲まれている。湿

原の東側にJR天 北線の鉄道敗がある。さ

らにその東方には猿骨沼があり、沼周辺一

帯はヨン、イワノガリヤスの低層湿原に
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写真 1 モ ケウエ沼の湿原景観
(筆者撮影)

なっている。

泥炭層の厚さは浅茅野湿原や猿骨沼上流

の湿原については不明であるが、モケウエ

沼湿原については松下 (1965)の記録があ

る。電気探査の結果によると、モケウエ沼

湿原の泥炭の厚さは 2m以 下で、下層には

10～20mの 層厚で粘土ないしシル トが分

布しており、現在の沼は埋め残しの部分で

あるという。沼岸や流路周辺に点在する谷

地限は沼の陸化の過程で形成されたもので

あろう。

この地域は北海道の気候区分ではオホー

ツク海気候区に属し、降水量が年間を通じ

て少ないことが特徴であるが、夏期冷涼で、

冬期には流氷が接岸し、積雪寒冷な気候に

支配されている。調査地に近接の猿払村芦

野および浜頓別町の気候統計では、年平均

気温 47～ 49℃ 、月平均気温の最高値は 8

月の214～ 218℃ 、最低値は2月 の-125

～-129℃ である(猿払村史、1976)。温量

指数は471～ 49 4mdで 、冷温常北部に

位置している。

2.植 物群落

(1)水 生植物群落

モケウエ沼は水深 2m前 後の浅い沼で

あるため、多彩な水生植物が生育している。

水深 2m前 後の沼や流路にはオヒルムシ

ロ群落とネムロヨウホネ群落の 2つの浮葉

植物群落がみられるが、前者は全域に広 く

分布するのに対し、後者は主にモケウエ沼

に分布 してお り、エゾベニ ヒッジグサ

(対ケ物,力α夕α 姥″後抑%2 var 夕 り筋仰sを‐

ク物″じα Ko lto)を 伴っている。1986年の

調査 で筆者 はオゼ ヨウホネ (封″力α″

夕″物″71/物(Timm)DC var θ z夕%マ (Mikl)

Hara)を記録しているが、昨夏の調査では

確認されていない。抽水植物群落はコウホ

ネ群落、マコモ群落、ヨシ群落およびミツ

ガシワ群落が沼岸や流路に広く分布してい

る。前二者は特に流路に多く、コウホネ群

落は水深 2m以 上の立地に、またマコモ群
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落は水深 lm前 後の岸辺に成立している。

ヨシ群落はモケウエ沼や小沼の岸辺に分布

している。 ミ ツガシワの優占する群落は水

深 03～ lm前 後の立地に成立している。

水深に応じて群落構成種が異なり、深い所

ではツルスゲが多く、浅 くなるにつれてミ

ズドクサに置き換わる。水深 30 cm以下の

沼岸や滞水凹地ではクロバナロウゲ、ヒメ

タヌキモ、 ドクゼリ、サワギキョウ、ヤチ

スゲなど多数の植物が混生している。また、

浅茅野湿原を横断する農道のlRl溝にもタヌ

キモ、オヒルムシロ、エゾベニヒッジグサ、

ネムロヨウホネ、 ミズドクサ、ヨシなどが

群落を形成している。

修)湿 原植生

モケウエ沼湿原と浅茅野湿原の地下水位

はモケウエ沼とそれにつながる流路の水位

によって調節されており、沼や流路に近い

水位変動のある立地では多様な低層湿原植

生が成立している。沼岸から台地に向かう

環境傾度に沿った群落の常状配列の一例を

写真 2.浅 茅野湿原の景観
(アカエゾマツ林と湿原植生 筆者撮影)

示すと、水辺バンクの群落は一般にヨシ

ーイワノガリヤス群落であるが、場所に

よってはハンノキ低木林が成立している。

バンクから湿原内に向かってツルスゲ群落

→ヤラメスゲ群落→ヨシーイワノガリヤス

群落→ムジナスゲ群落 (またはヤチヤナギ

ームジナスゲ群落)→ アカエゾマツーイソ

ツツジ群落→ケヤマハンノキーチマキザサ

群落となる。また、湿原中心部の一部では

高燥化が進んでミズゴケ群落が成立してお

り、このような場所ではヨシーイワノガリ

ヤス群落→ヌマガヤーヤチヤナギ群落→ホ

ロムイイチゴーツルコケモモ群落→アカエ

ゾマツーイソツツジ群落→ケヤマハンノキ

ーチマキザサ群落の配列パターンがみられ

る (橋、1992、1998)。

このうち分布域が広くモケウエ沼湿原を

特徴づける群落はヨシーイワノガリヤス群

落とホロムイイチゴーツルコケモモ群落で

ある。前者を含むスゲ類群落は北海道低地

湿原に広く分布する群落(橘、1993、1997)
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と同じタイプの植生であり、この地域特有

の種組成上の特徴はみられない。後者はモ

ケウエ沼湿原では最も発達した群落タイブ

で、北オホーツク海沿岸のミズゴケ湿原の

典型的群落である。浅茅野湿原と猿骨沼上

流の湿原ではこの群落が広く分布している

が、表 1に示すように、種組成に違いがみ

られる。

ホロムイイチゴーツルコケモモ群落はコ

ケ層にムラサキミズゴケ、イボミズゴケ、

写真 4.モ ケウエ沼湿原

(ナガミノツルコケモモの果実 1994924筆 者撮影)

オオミズゴケ、しメミズゴケ、サンカクミ

ズゴケ、アオモリミズゴケなど多種のミズ

ゴケを伴った低いブルテやローンの植生

で、高層湿原要素と低層湿原要素とが混生

する中間湿原植生的性格をもつ群落であ

る。群落の基本構成種は優占種ホロムイイ

チゴとツルコケモモ (モケウエ沼では北方

系のナガミノツルコケモモが混生する)の

他、ムラサキミズゴケ、ワタスゲ、モウセ

ンゴケ、タチギボウシ、カキツタヾ夕、 トキ

ソウなどである。モケウエ沼と猿

骨沼とはヌマガヤ、ヤチヤナギ、

ヒメミズゴケ、オオミズゴケなど

の出現で共通し、同様にモケウエ

沼と浅茅野とはヤマ ドリゼンマ

イ、イソツツジ、マンネンスギ、

ホロムイリンドウ、チマキザサ、

浅茅野と猿骨沼とはミツバオウレ

ン、ミカヅキグサ、ウメ′ヾチツウ、

コツマ トリソウの出現でそれぞれ

類似している。さらにモケウエ沼

ではヒメシグ、ミズパショウ、ム

ジナスゲなど多数の低層湿原要素

が況生しているのに対して、浅茅

野ではイボミズゴケ、猿骨沼では

ホロムイスゲなど高層湿原や中間

湿原の標徴種が出現しており、モ

ケウエ沼より発達した群落といえ

る。

ホロムイイチゴは氷河期の遺存

種で、北海道では主に日本海側や

オホーツク海lFl多雪地に分布 し

(稿、1997)、これを標徴種とする

ホロムイイチゴーイボミズゴケ群

4

】

1

サ

写真 3.モ ケウエ沼湿原

(ホロムイイチゴの花 1986_714筆 者撮影)
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「

集がサロベツ湿原から記載されている (宮

脇ほか、1976)。本群落はこの群集とは組成

的にも果なり、またホロムイイチゴの優占

度が高いことで特徴づけられる北オホーツ

ク海沿岸湿原に特有の群落である。

浅茅野湿原中心部には所々に直径 lm

内外の滞水凹地がみられ、ヤチスゲーフト

ハリミズゴケ群落や ミカゾキグサーサンカ

クミズゴケ群落などシュレンケの植生が発

達している。また猿骨沼上流の湿原中心部

には浅い沼と丘陵から沼に流入する流路が

ある。沼の水深は lm以 下で浅く、水辺は

ミズゴケカーペ ントの浮芝になっている。

ここにはヤチスゲーサケバミズゴケ群落が

成立しており、優占種のヤチスゲとサケバ

ミズゴケのほか、カキツバタ、ミツガシワ、

クロバナロウゲ、ヌマゼリなどが生育して

いる。規模は小さいが、類似の群落はモケ

ウエ沼湿原にも分布しており、ここではヤ

チスゲ、 ミカヅキグサ、カキツバタ、サギ

スゲ、サワギキョウ、 ミ ズドクサ、ヒメタ

ヌキモ、ミズバショウなどが出現している。

●)湿 地林

湿原の樹林 で最 も多い ものは樹 高

15～ 4mの ハンノキ林である。下層には

ヨシ、イワノガリヤス、ヤマ ドリゼンマイ

などのほか、ホロムイイチゴやツルコケモ

モが群生している。ケヤマハンノキホは主

にモケウエ沼湿原の台地沿いに帯状に分布

しており、樹高 2m前 後の低木林から7

～ 8mの 高木林まである。台地から流入す

る栄養塩類に富む浸出水や上砂の影響を受

けているものと考えられ、地下水位も高い。

低木層にはチマキザサが優占し、草本層に

表 1 ホ ロムイイチゴーツルコケモモ群
落の種組成の比較

(表中のローマ数字は常在度、小アラビア
数字は優占度の範囲を示す)
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はオニシモツケ、ハンゴンソウ、オオイタ

ドリ、チシマアザミなど高墓草本のほか、

イソツツジ、イワノガリヤス、 ミズバショ

ウ、キツリフネなどが混生している。

浅茅野湿原とモケウエ沼湿原にはアカエ

ゾマツが高密度で分布している。 ミ ズゴケ

湿原の中心部では樹高 3m前 後の低木林

パッチが多く、周辺部では7m前 後の高木

林パッチもみられる。浅茅野湿原中心部の

樹高 3m前 後の低木林パッチの種組成の

一例を示すと、低木層上層にチマキザサ、

ナナカマ ド、下層にイソツツジ、ハイイヌ

ツゲ、草本層にはミズバショウ、ヤマ ドリ

ゼンマイ、タチギボウシ、コガネキク、コ

ツマトリソウ、ヨシ、ワタスゲ、ウメバチ

ソウ、ショウジョウタヾカマ、ツルコケモモ

などの湿原植物のほか、ホロムイイチゴ、

モウセンゴケ、 ミカヅキグサ、 トキソウ、

ヤチスゲ、サワギキョウ、カキラン、カキ

ツパタなど山地湿原のアカエゾマツ林には

出現しない種群も多数混生している。また、

コケ層構成種もかなり豊富で、ホソバミズ

ゴケ、ウロコミズゴケ、オォミズゴケ、ア

オモリミズゴケ、サンカクミズゴケ、オオ

シッポゴケ、チシマシッポゴケ、フサゴケ、

オオヒモゴケ、タチハイゴケ、エゾムチゴ

ケなどが出現している。

モケウエ沼湿原のアカエゾマツ林も樹高

3m前 後の低木林のパッチが多い。試料木

から推定した範囲ではこれらの低木は樹齢

18年生のものが最も多く、最高樹齢でも36

年前後と見積もられた。一方、湿原南東側

のヨシーイワノガリヤス群落中には樹高 7

m、 胸高直径 27 cmに 達する大径木個体が

残存している。ここでのアカエゾマツは地

下水位面よりlm以 上も根上りし、根元周

辺の隆起地にはイツツツジ、イワツツジ、

コケモモ、コヨウラクツツジ、ゴゼンタチ

バナ、ツタウルシ、ナナカマ ドなど森林性

植物が生育している。モケウエ沼の湿原内

をよくみると古い切り株が結構みられるの

で、かっては大径木のアカエゾマツ湿地林

が分布 していたものと考えられる。 し た

がって、現存の低木林パッチは二次植生で

ある可能性が高い。

おわりに

植村 (1997)に よると、この地域のFIH発

は 1890年 代から始まっているが、大規模な

開発が本格的に始まったのは 1956年 の高

度集約酪農地域指定以後であり、特に、1975

年以降の大規模草地造成は丘陵の森林ばか

りでなく、後背湿地にまで及んだという。

この結果、湿原面積は急速に減少し、″lえ

ば、ナガバノモウセンゴケなどを産し、こ

の地域最大の高層湿原であったといわれる

頓別川流域の頓別湿原は完全に消減した。

また、国土地理院発行の地形図から推定し

た北オホーツク海岸全体に残存する湿原面

積は約 20%程 度、また本稿で紹介した比較

的保全状態のよいモケウエ沼湿原や浅茅野

湿原、猿骨沼上流の湿原でさえ開拓以前の

50%程 度と見積られている (植村、1997)。

このように過去数千年の歴史を刻んで形成

された北オホーツク海岸の湿原生態系はわ

ずか二十数年の間に大きく変貌した。残存

する湿原も周辺農耕地等の排水による富栄

養化、河)1改修や排水溝掘肖1による乾燥化、

サ
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道路建設による湿原の分断、森林伐採によ

る土砂流入等、さまざまな人為的影響下に

あり、危機的状況にあることも指摘されて

いる (日野、1996;植村、199の。

人間活動による自然環境の破壊と悪化が

問題となっている現在、かって不毛の土地

として扱われてきた湿原もまた環境緩和作

用や水質浄化機能、生物多様性保全等の観

点から、その重要性が見直されてきている。

既述のように、北オホーツク海岸に残存す

る湖沼と湿原は、人為の影響をうけている

とはいえ、現在でもなお原生的自然景観を

保持し、この地域に特有の植生が発達して

いる学術的価値の高い湿原である。自然公

園区域を拡大し、自然保護教育や環境教育

の場あるいは観光資源としての湿原の利活

用のあり方の検討も含め、湿原保全のため

の総合的対策が望まれる。
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